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　思い出話を一つ。1997年の1月、シャンティ
に入職して一年余りの時であったと記憶する。
年度末に行われる予算調整会議が、東京都葛飾
区にある「水元青年の家」で合宿形式で行われ
た。                              
　当時のシャンティの会議は、熱血漢が多かっ
たせいか、事業に対する思い入れが強かった
からか、怒号が飛び交うのも珍しいことではな
かった。予算を削減せよ、といつも集中砲火を
浴びていたのが私の属する広報課でもあった。
　昼間の会議が終わって「やれやれ」と夕食を
取って、ひと風呂浴びると、施設の音楽室にピ
アノやギターやボンゴがあるのを見つけた。当
時のスタッフ、澤元さんと岩船さんに声を掛け
て一緒に演奏を始めた。この三人は、それまで
音楽活動をしてきた人たちで、意気投合して
シャンティーズというバンドを結成したばかり
であった。
  気が付くと、その音につられて、音楽室にほ
ぼ全員のスタッフが集まっていた。湯上がりの
タオルを頭に乗せて、浴衣姿の松永さん（名誉

会長）も有馬さん（初代専務理事）もいた。し
ばらくすると、つかつかと松永さんが来てこ
う言った。「私にも歌わせてくれる？」。そし
て始まった「Love me tender, Love me sweet, 
Never let me go～」｡ 何と、ロックの神様エル
ヴィス・プレスリーのヒット曲、『ラブ・ミー・
テンダー』であった。歌い終わると万雷の拍手。
「松永（名誉）会長が、このような歌を歌うとは
……」。そんな歓喜の拍手でもあった。その場
が一つになっていた。その後で松永さんは私に
こう言った。
 「そうだね。悲愴感だけじゃ駄目だよね。こう
でなくっちゃね。大菅さん、ありがとう」私の
気持ちを分かっていただけたようで、少しう
るうるきたのを覚えている。つくづく「シャン
ティに入ってよかった」と思った時であった。

巻
末
言

松永然道名誉会長と
 “ラブ・ミー・テンダー” 
専門アドバイザー　大菅 俊幸

故・松永然道老師（左）
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気仙沼「あつまれ、浜わらす！」で
製作したいかだに乗って。
2015年撮影

今号の表紙
岩手を走った移動図書館車。
2014年撮影

4	 特 集
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16	 世界の絵本を読んでみよう
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	 気仙沼みなとまつり（宮城県気仙沼）
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 From 活動の現場
		 ▶岩手事務所　▶南相馬事務所
28	 シャンティな人たち
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30	 SHANTI HISTORY 2011年 ー設立30年目に起きた大震災ー

31	 お知らせ／編集後記

32	 道	「松永然道名誉会長と “ラブ・ミー・テンダー”」
	 専門アドバイザー　大菅	俊幸
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2
0
1
1
年
3
月
11
日
。
日
本
は
い
ま
だ
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
規
模
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
7
度
目
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
我
々
は
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
人
々
に

寄
り
添
い
、
復
興
に
向
け
て
共
に
歩
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
復
興
が
進
む
地
域
が
あ
る
一
方
、
い
ま
だ

震
災
前
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い
地
域
も

あ
り
ま
す
。
2
0
1
6
年
に
気
仙
沼
事
務
所
が
、

2
0
1
7
年
に
岩
手
事
務
所
と
山
元
事
務
所
の

活
動
が
収
束
し
ま
し
た
が
、
福
島
で
は
今
な
お
、

人
々
に
寄
り
添
い
、
復
興
に
向
け
て
共
に
歩
き
続

け
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
7
度
目
の
冬
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地

支
援
事
業
を
振
り
返
り
、
新
た
に
踏
み
出
し
た
一

歩
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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シ
ャ
ン
テ
ィ
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
発
生
以
後
、
本
格
的
に
国
内

外
で
緊
急
救
援
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
人
間
の
尊
厳
と
多

様
性
を
尊
び
、「
共
に
生
き
、
共
に

学
ぶ
」
こ
と
の
で
き
る
平
和
（
シ
ャ

ン
テ
ィ
）
な
社
会
の
実
現
を
目
指

す
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
苦
難
の
中
に

い
る
人
々
と
痛
み
、
悲
し
み
、
喜

び
を
分
か
ち
あ
い
、
共
に
歩
む
と

い
う
基
本
姿
勢
を
大
切
に
、
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

復
興
支
援
か
ら
次
の
一
歩
へ

　

地
震
発
生
3
日
後
、
シ
ャ
ン
テ
ィ

の
三
部
副
会
長
が
、
さ
ら
に
そ
の
2

日
後
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
ス
タ
ッ
フ
2

人
が
福
島
県
お
よ
び
宮
城
県
に
調
査

に
入
り
、
3
月
16
日
か
ら
支
援
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
内

外
の
災
害
現
場
で
培
っ
て
き
た
緊
急

救
援
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
被
災
者
の

自
立
支
援
」「
生
活
の
再
建
」「
移
動

図
書
館
を
通
じ
た
被
災
者
支
援
」「
被

災
者
の
自
立
に
向
け
た
情
報
共
有
や

政
策
提
言
」「
生
業
再
建
支
援
」
の
５

つ
の
観
点
で
、
復
興
支
援
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
復
興
の
た
め
に
力

を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
、

現
地
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

被
災
し
た
方
々
に
楽
し
み
や
心
の
安

ら
ぎ
、
そ
し
て
憩
い
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
震

災
か
ら
7
年
目
の
冬
を
迎
え
た
今
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
復
興
状
況
を
見

据
え
、
地
元
に
役
割
が
引
き
継
が
れ
、

東
日
本

大
震
災
か
ら
7
年

—

復
興
へ
向
け
た
バ
ト
ン
リ
レ
ー

特 集
支援活動時期 災害 対象区域

1995年2月  〜 1997年3月 阪神淡路大震災 兵庫県神戸市長田区・兵庫区

2000年7月  〜 2005年2月 三宅島噴火 東京都内の避難先

2000年10月〜 2000年10月 鳥取西部地震 鳥取県米子市

2004年7月  〜 2004年7月 新潟・福井豪雨 福井県福井市、美山町、新潟県三条市

2004年10月〜 2004年11月 台風23号 兵庫県豊岡市

2004年10月〜 2005年5月 中越大震災 新潟県十日町市、小千谷市、長岡市、川口町

2005年2月  〜 2013年12月 三宅島噴火 三宅島全域

2007年3月  〜 2007年4月 能登半島地震 石川県輪島市

2007年7月  〜 2007年10月 中越沖地震 新潟県柏崎市

2009年8月  〜 2009年8月 台風9号 兵庫県佐用郡佐用町

2011年3月  〜 継続中 東日本大震災 岩手県、宮城県、福島県

2013年8月  〜 2013年8月 山口・島根豪雨 山口県萩市

2013年9月  〜 2013年9月 台風18号 京都府福知山市

2013年11月〜 2013年12月 台風26号 伊豆大島

2015年9月  〜 2015年12月 関東・東北豪雨 茨城県常総市

2016年4月  〜 継続中 熊本・大分地震 熊本県熊本市、上益城郡益城町、阿蘇郡西原町

2017年7月  〜 2017年7月 九州北部豪雨 福岡県朝倉市

これまでの国内災害における主な支援活動
シャンティは、地域社会の再生を目標に、人と人との心の交流を支えることを心がけてきました。

今
も
な
お
復
興
に
向
け
て
歩
み
続
け

て
い
る
福
島
・
南
相
馬
で
は
、
人
々

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
共
に
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
始
め
て
い
ま
す
。

2017年3月　安波山から撮影した気仙沼市内の様子
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2011年の夏、避難所の生活を経て仮
設団地などへ移られた住民から「この
先、どうなるのだろう」という不安の
声が聞こえ続けていました。シャンティ
は個々の悩みを地域全体で共有し、
共に悩み、共に解決していくことが人
と人の関係の復興になり、それが被災
した地域の「まちづくり」の基盤になる
と考え、この活動を開始しました。大
谷地区、階上地区、登米沢地区を対
象に、人が集う機会と場を設け、まち
づくりの活動を行いました。

まちづくり支援

　
2
0
1
5
年
末
に
向
け
て
、

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
気
仙
沼
事
業
を

収
束
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
海
に
面
し
た
気
仙
沼
に

暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が
海
を
知

ら
な
い
ま
ま
で
い
い
の
か
、
と
い

う
疑
問
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
活
動
終
了
後
も
よ
り
多

く
の
人
に
海
や
自
然
の
関
わ
り

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
、「
N
P
O
法
人 

浜
わ

ら
す
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
の
夏
は
、
気
仙

沼
、
東
京
、
熊
本
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
を
シ
ャ

ン
テ
ィ
と
開
催
し
、
自
然
災
害

と
隣
り
合
わ
せ
の
環
境
の
中
、
い

か
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
か
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び

合
い
ま
し
た
。
住
む
場
所
が
違

う
か
ら
こ
そ
、
暮
ら
し
の
違
い
を

　
私
は
漁
師
一
家
に
生
ま
れ
、
家

業
を
継
い
で
気
仙
沼
で
漁
師
を

し
て
い
ま
し
た
。
震
災
後
、
蔵

内
の
浜
に
一
艘
残
っ
た
船
を
頼
り

に
同
じ
浜
の
漁
師
3
人
で
漁
業

の
協
業
グ
ル
ー
プ
「
蔵
内
之
芽

組
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
仲

間
は
6
人
に
増
え
、
2
0
1
1

年
に
ワ
カ
メ
、
翌
年
か
ら
ホ
ヤ
、

ホ
タ
テ
の
養
殖
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
食
材
を
つ
か
っ

た
料
理
を
「
海
の
駅
よ
り
み
ち
」

で
提
供
し
た
り
、
道
の
駅
で
ホ

タ
テ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
沿
岸
を
離
れ
山
側
で
暮
ら
し

て
い
た
人
も
少
し
ず
つ
浜
へ
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ア
ワ
ビ
や
ウ

ニ
の
開
口
な
ど
浜
作
業
を
行
う

人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
釣
り

客
も
増
え
、
夏
休
み
や
連
休
は

子
ど
も
連
れ
の
観
光
客
で
浜
も

発
見
し
、
自
然
と

共
存
し
た
楽
し
い

暮
ら
し
を
、
共
有

で
き
た
と
思
い
ま
す
。最
初
の「
あ

つ
ま
れ
、
浜
わ
ら
す
！
」
に
参
加

し
た
当
時
小
学
生
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
今
は
高
校
生
に
な
っ

て
い
ま
す
。
将
来
、
彼
ら
と
一
緒

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

N
P
O
法
人

浜
わ
ら
す

子ども支援

自然との触れ合いを通じ、子どもたち
が本来持っている生きる力を引き出す
ためのプログラム「あつまれ、浜わら
す！」を行い、次世代を担う子どもた
ちが海や山や森などの地元の自然の
中でたくましく成長する姿が見られま
した。お年寄りや漁師など、地域の
大人との世代間交流の場にもなりまし
た。活動と理念は、2015年8月にシャ
ンティの元職員と地域の方々で設立
した「ＮＰＯ法人浜わらす」に引き継
がれました。

蔵内之芽組
代表
及川淳宏さん

蔵く
ら

内う
ち

之の

芽め

組ぐ
み

漁業支援

震災後に避難所で生活をしていた漁
師の皆さんが漁業の再開を目指して

「蔵内之芽組」という名の協働グルー
プをつくられましたが、一隻の船以外
は全てを失ってしまった状況に苦労さ
れていました。そこでシャンティは今ま
でのネットワークを活用して、学生のボ
ランティアを募りワカメの種付けから
収穫、「ホヤ祭」などイベントのお手伝
いや、蔵内に住む女性たちが直売所と
飲食店を兼ねたお店「海の駅よりみち」
の広報などの漁業支援の活動を行いま
した。

7

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
浜
に
活

気
を
取
り
戻
し
、
水
揚
げ
を
増

や
し
て
売
上
を
安
定
さ
せ
、

漁
業
の
後
継
者
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
。

地元の方々へバトンタッチ！
気仙沼事業は、次の一歩へ

つ
な
が
る
人
の
和

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
気
仙
沼

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
最
初
に
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
活
動
を
始
め

た
の
は
気
仙
沼
で
し
た
。
国
内
外

で
の
被
災
地
支
援
の
経
験
が
あ
る

職
員
を
派
遣
し
、
全
国
か
ら
駆
け

付
け
た
多
く
の
人
た
ち
と
共
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
1

年
3
月
15
日
か
ら
東
北
沿
岸
部

の
調
査
を
開
始
し
、
気
仙
沼
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
を
支
援
し
、
点
在
す
る
避

難
所
に
足
を
運
ん
で
炊
き
出
し
の

調
整
や
生
活
必
需
品
を
届
け
ま
し

た
。
6
月
に
は
ま
ち
づ
く
り
支

援
、
11
月
に
蔵
内
之
芽
組
の
漁
業

支
援
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

気
仙
沼
事
業

支援活動
紹介

1

東日本大震災から7年特 集

NPO法人
浜わらす 代表
笠原一城さん
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走
れ
東
北
！ 

移
動
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

岩
手
・
宮
城
・
福
島
で
は
、
震

災
に
よ
り
多
く
の
図
書
館
が
甚
大

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
震

災
か
ら
ほ
ど
な
く
公
共
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
た
市
町
村
も

あ
り
ま
す
が
、
仮
設
団
地
か
ら
は

通
い
に
く
い
と
い
う
課
題
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
不
安
な
気
持

ち
を
和
ら
げ
、
生
活
に
必
要
な
情

報
を
届
け
る
た
め
、
仮
設
団
地
を

移
動
図
書
館
車
で
訪
問
し
て
き
ま

し
た
。
本
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な

く
、
お
茶
を
提
供
し
、
住
民
同
士

が
自
由
に
交
流
で
き
る
居
場
所
づ

く
り
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
集
会
所
や
談
話
室
に
設

置
し
た
本
棚
の
本
を
定
期
的
に
入

れ
替
え
る
文
庫
活
動
や
図
書
室
の

設
置
、
運
営
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。
地
域
の
図
書
館
や
読
み
聞
か

せ
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
て
、
合
同

イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

岩手県

118,100冊

16,400冊

9,300冊

55,771人

6,959人

5,386人

宮城県

福島県

のべ利用者数 貸出冊数

移動図書館の
通算利用者数・貸出冊数

　

2
0
1
1
年
7
月
17
日
。
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
カ
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
載
せ
た
手
作
り
の
移
動
図

書
館
車
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
車

の
横
に
簡
易
テ
ン
ト
を
広
げ
、
本

を
貸
し
出
し
た
り
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
や
お
絵
か
き
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
大
槌
町
で
は
仮
設
団

地
の
集
会
所
に
設
置
し
た
本
棚
の

本
の
定
期
的
な
入
れ
替
え
な
ど
の

文
庫
活
動
を
、
大
槌
町
と
陸
前
高

田
市
の
仮
設
団
地
内
で
は
常
設
図

書
室
を
運
営
し
ま
し
た
。
地
元
や

外
部
の
関
係
者
と
協
力
し
、
お
は

な
し
会
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

震
災
で
図
書
館
や
書
店
は
大
き

な
被
害
を
受
け
、
特
に
陸
前
高
田

市
立
図
書
館
は
建
物
、
蔵
書
だ
け

で
は
な
く
、
図
書
館
員
が
全
員
行

方
不
明
ま
た
は
死
亡
と
い
う
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。「
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
出
合
う

本
が
子
ど
も
た
ち
の
心
の
一
生
の

支
え
に
な
る
」。
被
災
し
て
間
も

な
い
こ
ろ
、
あ
る
図
書
館
員
の
方

か
ら
聞
い
た
言
葉
で
す
。

　

震
災
後
、
岩
手
県
の
避
難
所
で

は
、
全
国
か
ら
送
ら
れ
た
善
意
の

本
が
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
ま
っ
た
ま

ま
、
隅
に
置
か
れ
て
い
る
様
子
を

何
度
も
目
に
し
ま
し
た
。“
た
だ

本
を
送
る
”
の
で
は
な
く
、
人
と

の
触
れ
合
い
が
生
ま
れ
る
「
移
動

移動図書館
プロジェクト
期　間：2011年7月〜2017年7月
活動地：岩手県陸前高田市、
　　　　大船渡市、大槌町、山田町

いわて
を走る

「子どもたちが
走って遊べる
のでうれしくていつも連れて来ていま
した。子どもを遊ばせながら自分は
編み物ができるのでとてもうれしい。
夫は単身赴任で、家に帰ると悩むこと
もありますが、ここに来て息抜きでき
るので本当に助かりました」

毎日のようにお子さんと図書
室に来ていた常連のAさん

利用者の声

移
動
図
書
館
事
業

支援活動
紹介

2

東日本大震災から7年特 集

図
書
館
活
動
」
を
行
う
こ
と
を

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
選
び
ま
し
た
。
常

連
の
方
か
ら
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
喜
ぶ
ス
タ
ッ
フ
。
土
地

の
習
わ
し
や
歴
史
を
地
元
の
人
に

教
わ
る
ス
タ
ッ
フ
。
移
動
図
書
館

は
出
会
い
、
交
流
の
場
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
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災
害
に
よ
る
死
亡
者
の
割
合
が

女
川
町
、
南
三
陸
町
に
次
い
で
高

か
っ
た
宮
城
県
沿
岸
南
部
の
山
元

町
で
、
2
0
1
2
年
9
月
か
ら

移
動
図
書
館
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
顔
の
見
え
る
活
動
を
大
切

に
し
、
運
行
先
で
は
地
元
の
ド
ラ

イ
バ
ー
も
加
わ
っ
て
話
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。
定
期
的
に
ブ
ッ
ク

オ
フ
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
が
運
行

に
加
わ
っ
た
こ
と
も
特
徴
。
地

域
の
復
興
状
況
や
利
用
さ
れ
る

方
々
の
動
向
を
見
て
、
2
0
1
7

年
3
月
に
活
動
を
終
了
し
ま
し

た
。
最
終
運
行
日
、
利
用
者
の
ご

家
族
か
ら
「
震
災
に
よ
る
不
安
が

の
し
か
か
る
日
々
の
中
、
移
動
図

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
20
km
圏
内
に
あ
る
南
相

馬
市
小
高
区
の
住
民
が
多
く
暮
ら

し
て
い
た
鹿
島
区
と
原
町
区
の
仮

設
団
地
を
2
0
1
2
年
10
月
か

ら
移
動
図
書
館
車
で
定
期
的
に
訪

問
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
本
を
貸

し
出
し
な
が
ら
利
用
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
な

ど
仮
設
団
地
住
民
の
減
少
に
伴
い

利
用
者
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
ス
タ
ッ
フ
と
じ
っ
く
り
話
を

し
て
い
か
れ
る
方
が
増
え
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仮

設
団
地
か
ら
引
っ
越
し
た
方
が
移

動
図
書
館
の
訪
問
時
間
に
合
わ
せ

書
館
車
が
次
に
来
る
日
が
楽
し
み

に
な
っ
た
こ
と
で
、“
明
日
”
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
、
宝
物
の
よ
う

な
言
葉
の
詰
ま
っ
た
お
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
活
動

で
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

て
や
っ
て
来
ら
れ
、
仮
設
団
地
に

住
ん
で
い
る
方
た
ち
と
の
再
会
や

交
流
を
楽
し
む
場
面
も
よ
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
運
行
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
る
企
業
、
寺
院
、
図
書

館
、
行
政
と
の
輪
も
広
が
り
ま
し

た
。
町
の
復
興
状
況
や
利
用
者
の

推
移
を
見
て
、
2
0
1
7
年
3

月
に
貸
し
出
し
を
終
了
し
、
移
動

図
書
館
車
は
宮
崎
県
小
林
市
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

移動図書館
プロジェクト
期　間：2012年9月〜2017年3月
活動地：宮城県亘理郡山元町

みやぎ
を走る

移動図書館
プロジェクト
期　間：2012年10月〜2017年3月
活動地：福島県南相馬市

 ふくしま
を走る

　
震
災
前
か
ら
移
動
図
書
館
活
動

の
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
、
人
手
不

足
の
た
め
実
施
は
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
震
災
か
ら
3
年
、
よ
う

や
く
新
た
な
展
開
が
で
き
る
よ
う
な

雰
囲
気
に
な
り
、
南
相
馬
市
と
し
て

移
動
図
書
館
活
動
の
開
始
を
見
据

え
、
他
の
職
員
と
共
に
シ
ャ
ン
テ
ィ

の
移
動
図
書
館
活
動
に
1
年
間
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
図
書
の

貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士

が
集
え
る
場
と
し
て
の
移
動
図
書
館

活
動
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ャ
ン

テ
ィ
か
ら
移
動
図
書
館
車
を
譲
り
受

け
、
災
害
公
営
住
宅
や
幼
稚
園
な
ど

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市

の
保
健
所
と
連
携
し
、
公
営
住
宅
で

移
動
図
書
館
活
動
と
合
わ
せ
て
健
康

診
断
を
行
う
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人

た
ち
が
集
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙橋将人さん
2008 年より南相馬市立図書
館に勤務。震災後、行政の応
援で市役所の社会福祉課に
9 カ月間勤務していた。現在
は、南相馬市立中央図書館で
移動図書館活動も担当。

南
相
馬
市
立
中
央
図
書
館

11

歴代の
移動図書館車
のご紹介

軽トラック
2011年7月、軽トラックにカラーボッ
クスを載せた手作り移動図書館車か
ら活動が始まりました。車の横に簡
易テントを広げ、本を貸し出し、お茶
やコーヒーを提供しました。

マツダボンゴ
2011年12月から2017年3月まで、
岩手県の大槌町と山田町、宮城県の
山元町、福島県の南相馬市で活躍し
た車両です。車体横のハッチを開く
と本棚が設置されています。

日産アトラス4WD
2012年7月から主に岩手県の大
槌町と山田町で活躍。車両内に本
棚が設置され、雨や雪の日にも強
い貴重な存在でした。活動終了後、
2016年2月に岩手県遠野市立図書
館へ譲渡されました。

地元の方々へバトンタッチ！
移動図書館事業は、次の一歩へ

東日本大震災から7年特 集 「走れ東北！移動図書館プロジェクト」では、
さまざまな移動図書館車が活躍しました。
移動図書館活動の終了にあたり、
移動図書館車は地元の方々に
受け継がれています。

移動図書館車と髙橋さん



復興支援
から生まれた
取り組み
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福
島
事
業
で
は
「
南
相
馬
に
暮

ら
す
人
々
が
心
穏
や
か
に
過
ご
せ

る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

福
島
で
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
山

元
事
務
所
が
南
相
馬
市
内
で
行
っ

て
き
た
移
動
図
書
館
事
業
の
流
れ

を
く
む
も
の
で
す
。
移
動
図
書
館

車
で
訪
問
を
続
け
た
仮
設
団
地
に

暮
ら
す
人
た
ち
が
、
避
難
指
示
の

解
除
後
に
故
郷
に
戻
っ
た
際
に
必

要
と
な
る
地
域
復
興
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
の
お
手
伝
い
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活

動
と
し
て
は
、「
集
い
の
場
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
サ
ロ
ン
や
趣
味

サ
ー
ク
ル
の
実
施
・
企
画
や
、
地

元
団
体
に
よ
る
聞
き
書
き
活
動
に

協
力
し
て
、
地
域
の
魅
力
の
再
発

見
も
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
講
演
会
や
S
N
S
に
よ
る

情
報
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
被

災
地
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
孤
立
せ

ず
、
地
域
外
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
状
況
を
作
り
出
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
事
業

支援活動
紹介

3

南相馬市のある仮設団地では住民が
運営する「自主サロン」が月 2 回開催
されていました。大変仲の良いサロン
ですが、いつかそれぞれの道を歩み
だす時のことを考え、楽しい思い出に
なる写真と手仕事の要素を取り入れた

「手づくりの写真アルバム」作りを行い
ました。

ミニアルバムワークショップ聞き書き活動のお手伝い

小高区の懐かしい写真を上映しなが
ら、当日集まった地元の人たちの思
い出を共有するイベントを手伝いまし
た。そこで出た子ども時代の遊びや
食べ物の話、戦争体験などは、故郷
の生活文化を文集などの形で残して
伝えていく、地域の聞き書き活動につ
ながっています。

チャリティ寄席

東日本大震災の影響で、長年にわた
り避難生活を余儀なくされた南相馬
市小高区は、2016 年 7 月に避難指
示が解除され、高齢者を中心に２割
程度の住民が帰還したものの、まだ
まだ街が活気づくまでは至っていませ
ん。シャンティは、元気で楽しい場づ
くりのお手伝いとして「チャリティ寄
席」を企画しています。

東日本大震災から7年特 集

シャンティの復興支援活動に
ご協力くださった企業、団体、寺院から、
新たな支援の取り組みが生まれています。

東長寺
東京・新宿にある東長寺は、気仙沼の清凉院と
震災前から交流があり、「NPO法人 浜わらす」
の活動を応援しています。毎年夏に、東京の子
どもたちを連れて、浜わらすのプログラムに参
加し、気仙沼の子どもたちとの交流を行ってお
り、シャンティのスタッフも同行しています。

あんでねっと
編み物を “あんで”、“ネット”ワークを広げようと、
2011年から避難所を経て仮設団地で女性たちが
集い、地元の特産品である海の生き物をモチーフ
にした手作りのアクリルたわしを販売しています。

「今度は自分たちも支援したい。ずっと支えられ
てきた恩返しがしたい」と売り上げの一部をシャ
ンティの教育支援に還元してくださっています。

ブックオフコーポレーション株式会社
月２回、社長をはじめ、従業員の皆さんが山元町
を訪れ、移動図書館の運行を手伝ってくださいま
した。共に被災地に元気を取り戻すという気持ち
で活動を続けられ、運行後に必ず振り返りの場に
入ってもらいました。気づきや被災者のつぶやき、
住民に喜んでもらえそうなアイデアを共有したお
かげで、運行は日々改善されていきました。
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気仙沼事務所
事務所開設直後から多くのボランティ
アが活動を支えてくれました。5年間で
のべ300人以上が活動に参加し、地域
に溶け込み、関係をつくり、その中か
ら生まれた支援活動もありました。

気仙沼事務所のスタッフとボランティア

岩手事務所のスタッフ

復
興
支
援
活
動
に
は
、
個
人
、

企
業
、
寺
院
か
ら
数
百
人
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
海
外
か
ら
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
人
、
大
学
を

1
年
間
休
学
し
て
関
わ
っ
て
く

れ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。
活
動

を
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
仲

間
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
困
難
な
中

で
も
、
壊
れ
た
も
の
を
戻
す
の
で

は
な
く
、
新
た
な
生
活
を
創
造
し
て

い
く
取
り
組
み
を
現
地
で
共
に
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

2
0
1
5
年
3
月
に
仙
台
で
開
催

さ
れ
た
国
連
防
災
世
界
会
議
で
確
認

さ
れ
た
「
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー

（
よ
り
良
い
復
興
）」
と
い
う
概
念
に

共
通
し
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
現
在
も
福
島
県
南

相
馬
市
で
事
務
所
を
設
置
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
2
0
1
6
年

7
月
に
避
難
解
除
と
な
っ
た
小
高
区

は
こ
れ
か
ら
が
復
興
の
正
念
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
海
外
を
含
め
多
く
の

方
の
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
皆
さ
ま
と
共
に
、
現
地
に
寄

り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

常
務
理
事　

市
川　

斉

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
設
立
以
来
、
最
大
の

国
内
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
。

青
森
か
ら
千
葉
に
至
る
ま
で
、
広
大

な
地
域
が
被
災
し
、
津
波
に
よ
る
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
土
地
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
、
災
害
は

平
等
に
や
っ
て
く
る
が
復
興
に
は
格

差
が
あ
る
こ
と
で
す
。
次
の
日
か
ら

す
で
に
日
常
生
活
に
戻
っ
て
い
る
人

も
い
れ
ば
、
住
む
場
所
や
家
族
、
財

産
を
奪
わ
れ
、
い
ま
だ
に
避
難
生
活

が
続
い
て
い
る
人
が
い
る
現
実
。
そ

し
て
、
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
日
常

的
に
抱
え
る
課
題
が
震
災
に
よ
っ
て

露
呈
し
て
、
加
速
度
的
に
そ
の
課
題

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

活
動
を

支
え
て
く
れ
た

仲
間
た
ち

岩手事務所
陸前高田市モビリア仮設団地の集会所に
設置した陸前高田コミュニティー図書室で
は、2014年に利用者の方々による「友の会
ブックマ」が立ち上がりました。図書館まで
の案内の看板や「開館のお知らせ」ボードを

設置したり、利用者に
喜んでもらえるように
おいしいコーヒーの入
れ方を学んだり、プラ
ンターの花壇をつくっ
たり、図書室が住民の
憩いの場となるようサ
ポートをしてください
ました。

皆さま、まことに
ありがとうございました！ 「友の会ブックマ」のミーティング風景

東日本大震災から7年特 集

 

　

 

東
日
本
大
震
災
の

 

支
援
活
動
を
通
し
て

2
0
1
7
年
12
月
、『
試
練
と
希
望 

東
日
本
大
震
災
・
被
災
地
支
援
の
2
0
0
0
日
』
を
明
石
書
店
よ
り
発
刊

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、ご
一
読
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。



ぷ
ん
ぷ
ん
谷

ぷ
ん
ぷ
ん
谷
に
住
む
ラ
イ
ラ
イ
く

ん
の
も
の
が
た
り
。
あ
っ
ち
で
も

ぷ
ん
ぷ
ん
、
こ
っ
ち
で
も
ぷ
ん
ぷ

ん
。
み
ん
な
ぷ
ん
ぷ
ん
お
こ
っ
て

い
ま
す
。

1

「
ひ
と
り
で
い
る
ほ
う
が
ず
っ
と

い
い
や
」
。
ラ
イ
ラ
イ
く
ん
は
ぷ

ん
ぷ
ん
谷
を
飛
び
出
し
ま
し
た
。

2

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
と
言
っ
て

お
じ
い
さ
ん
は
扉
を
開
け
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
海
の
セ
カ
イ
。
い
き
も
の

は
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
命
を
ふ
や
し

て
い
く
ん
じ
ゃ
よ
」

4

5

す
る
と
ニ
コ
リ
岬
の
お
じ
い
さ

ん
に
出
逢
い
ま
し
た
。
「
キ
ミ
は

地
球
に
招
待
さ
れ
て
、
こ
こ
に
い

る
ん
じ
ゃ
よ
」
。
突
然
、
目
の
前

に
、
い
く
つ
も
の
扉
が
あ
ら
わ
れ

ま
し
た
。

3

17 16

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

気
仙
沼 

2
0
1
2
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

21

こ
こ
は
ニ
コ
リ
岬
じ
ゃ
。
１
０
０

年
前
、
な
に
も
か
も
失
っ
て
か
な

し
み
の
セ
カ
イ
と
言
わ
れ
て
い
た

ん
じ
ゃ
。
で
も
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
に
願
い
、
自
然
は
恵

み
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
じ
ゃ
。

「
キ
ミ
も
ニ
コ
リ
岬
に
来
る
か

い
？
」

「
ぼ
く
は
も
ど
る
よ
」
。
ラ
イ
ラ

イ
く
ん
は
、
い
っ
ぽ
ん
の
木
を

植
え
ま
し
た
。

お
し
ま
い

6
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気
仙
沼
の
夏
を
彩
る
お
祭
り
は
、

２
０
１
７
年
の
開
催
で
66
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る

お
祭
り
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
３
２
０
０

人
も
の
参
加
者
に
よ
る
「
は
ま
ら
い
ん
や

踊
り
」。〝
は
ま
ら
い
ん
や
〟は
、
気
仙
沼

弁
で
「
輪
の
中
に
ど
う
ぞ
一
緒
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
意
味
を
持
ち
、
地

元
の
ソ
ウ
ル
ダ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
小
中
学
生
や
企
業
な
ど
70

以
上
の
団
体
が
集
結
し
、
大
き
な
円
を
描

き
な
が
ら
踊
り
続
け
ま
す
。
誰
で
も
み
ん

な
楽
し
く
参
加
し
よ
う
と
い
う
ム
ー
ド
が

あ
り
、
参
加
者
も
観
覧
客
も
み
ん
な
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
み
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
元
の
人
々

が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む
こ
と
で
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
居
場
所
が
生

ま
れ
、
長
い
間
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
震
災
か
ら
の
復
興
を
後
押

し
す
る
、
地
元
の
大
切
な

お
祭
り
で
す
。

宮
城
県
気
仙
沼

気
仙
沼
み
な
と
ま
つ
り

わ
た
し
た
ち
の

3200人が乱舞した2017年8月5日開催の気仙沼みなとまつり

紹介者：畠山友美子さん 畠山さんが所属する「Uemirai大谷」

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

東
日
本
の
被
災
地
で
活
動
し
た

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From
岩手事務所
東日本大震災被災地支援

2017年7月に陸前高田市立図書
館が開館されたことにより支援を
終了した、移動図書館活動。現地
での6年間の活動の様子を振り返
ります。

From
南相馬事務所
東日本大震災被災地支援

国内で誰も経験したことのない
規模の原発事故の影響を受け
た福島県南相馬市。シャンティ
では2012年より、被災者が心穏
やかに暮らすためのお手伝いを
スタートしました。
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From

岩手事務所
東日本大震災被災地支援

避
難
生
活
を
送
る
中

支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
へ

　

２
０
１
１
年
、
私
自
身
も
被
災
し
、

多
く
の
方
々
か
ら
の
支
援
の
な
か
、
避

難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
へ

の
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
こ
ろ
、
シ
ャ

ン
ティ
の
移
動
図
書
館
活
動
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
を
耳
に
し
、支
援
さ
れ
る
側

か
ら
支
援
す
る
側
へま
わ
れ
た
ら
と
、シ
ャ

ン
テ
ィ
の
活
動
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
２
０
１
１
年
７
月
、

仮
設
団
地
を
訪
問
し
、
本
を
届
け
る

移
動
図
書
館
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
活

動
当
初
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
車
の
中
に
本
棚
を
積
ん
だ

移
動
図
書
館
車
に
変
わ
り
、
拠
点
も

山
田
・
大
槌
班
の「
か
ね
ざ
わ
図
書
室
」

と
、
大
船
渡・
陸
前
高
田
班
の「
陸
前

高
田
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
図
書
室
」に
分
か

れ
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
活
動
へ
と

発
展
し
ま
し
た
。
６
年
間
に
わ
た
っ
た

岩
手
事
務
所
の
活
動
は
、
復
興
復
旧

し
た
地
元
図
書
館
や
地
元
の
団
体
へ

引
き
継
ぎ
、
２
０
１
７
年
７
月
に
支
援

活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

約6年にわたる支援活動に幕を閉じた岩手事務所。
被災者でありながら、支援活動に参加した元スタッ
フに今の想いを聞きました。

PROFILE
東日本大震災で被災し、モビ
リアセンターハウス避難所で
避難生活を送りながら、物資
担当を務める。仮設住宅へ移
るタイミングで、シャンティの
活動に参加。岩手事務所図書
館プログラム担当として活動。

元岩手事務所図書館プログラム担当
吉田 晃子 よしだ あきこ さん

支
援
終
了
後
も
地
域
の
人
々
が

安
ら
げ
る
居
場
所
と
し
て

　

陸
前
高
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
図
書
室

は
、
利
用
者
と
の
交
流
も
多
く
、
地
域

住
民
の
居
場
所
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
岩
手
事

務
所
の
活
動
が
終
了
し
た
後
も
図
書

室
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
が
つ
な
が

り
を
持
ち
、
み
ん
な
の
安
ら
げ
る
居

場
所
で
あ
り
続
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

★ 陸前高田市

岩手県
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From岩手事務所

現地スタッフの活動
岩手事務所が運営してきた陸前高田のコミュニ
ティー図書室の活動を紹介します。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

『
陸
前
高
田
市
の
空
っ
ぽ
の
図
書
室
を

本
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

元コミュニティー図書室スタッフ

金
こ ん

野
の

 悠
はるか

さんの
活動内容を紹介します

図書室での主なお仕事

PROFILE
夫と3歳の娘との3人暮らし。クロスオー
バー、アシッドジャズなどの音楽鑑賞が趣
味。休日はガーデニングなどをしながら
ゆっくり過ごしています。

本
の
力
で
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き

で
、
震
災
後
に
何
か
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
図

書
室
の
求
人
を
発
見
。
自
分
の

好
き
な
こ
と
で
人
の
役
に
立
て

た
ら
と
、
2
0
1
2
年
に
入
職

し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
は
深
い
悩
み
を
抱

え
て
い
る
利
用
者
も
い
ら
し
た
の

で
す
が
、
本
を
借
り
る
た
び
に

変
わ
っ
て
い
く
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
最
初
は
ぱ
ら

ぱ
ら
と
め
く
っ
て
見
て
い
た
だ
け

開館前の準備
毎朝、準備作業を行いま
す。お湯をわかして麦茶を
作り、新聞を差し替え、本
の整理整頓などをします。

利用促進会議
コミュニティー図書室をよ
り多くの人に利用してもら
うために、どんなことがで
きるか、みんなで意見を出
し合いました。

催し物の実施
2016年6月から本格コー
ヒーの日を開始。他にも
ラジオ体操やウォーキン
グの日など、さまざまな催
しを行いました。

利用者との交流
本の貸し出しだけでなく、
お話を聞くなどのコミュニ
ケーションも。子どもたち
に絵本や紙芝居の読み聞
かせも行います。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
、
２
０
１
２

年
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス「
Ｒｅａ
ｄ
ｙ
fｏ
ｒ
」を

通
じ
て
、
陸
前
高
田
市
で
シ
ャン

テ
ィ
が
運
営
す
る
図
書
室
を
本

で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
、
図
書
室
を
本
で

い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

同
年
４
月
に
陸
前
高
田
市
の

モ
ビ
リ
ア
仮
設
団
地
の
集
会
所

内
に
設
置
し
た
常
設
図
書
室
は
、

市
立
図
書
館
の
市
の
中
心
部
へ

の
移
転
・
再
開
に
伴
い
、
シ
ャ
ン

テ
ィ
に
よ
る
活
動
を
終
了
し
ま

し
た
。
そ
の
後
活
動
は
、
仮
設

団
地
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い

る
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
陸
前
た
か
だ

八
起
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
引
き
継

が
れ
、
本
の
貸
し
出
し
だ
け
で

な
く
、
飲
み
物
を
提
供
し
な
が

ら
の
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、
以
前
と

同
様
、
住
民
の
方
々
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
の
蒲
生
哲
さ
ん
に
よ
る
と
、

震
災
か
ら
６
年
以
上
経
過
し
、

陸
前
高
田
市
内
の
復
興
状
況
は

地
域
に
よ
っ
て
開
き
は
あ
る
も
の

の
、
市
内
東
部
地
域
は
市
街
地

に
比
べ
て
再
建
が
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
孤
立
し
た
人

を
生
ま
な
い
た
め
に
も
、
居
場

所
づ
く
り
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
モ
ビ
リ
ア
の
図
書
室

は
、
近
隣
地
域
の
方
々
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
向
こ
う
２
年
間

は
モ
ビ
リ
ア
仮
設
団
地
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
住

民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

の
本
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て

し
っ
か
り
読
み
込
む
小
説
に
な
っ

た
り
、
働
く
気
力
が
出
て
き
た

り
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
本
に

よ
っ
て
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
は
、読
む
人
を
ど
こ
に
で
も

連
れ
て
いって
く
れ
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
知
識
を
与
え
て
く
れ
、
辛
い

状
況
に
あ
っ
て
も
、本
を
読
ん
で

い
る
間
だ
け
は
そ
れ
す
ら
も
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
図
書
室
の
活
動
に
よ
り
、

本
の
力
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

124 3

岩
手
県
で

図
書
館
事
業
準
備
の

た
め
の
調
査

岩
手
事
務
所　

開
設

市
内
仮
設
団
地
４
カ
所

移
動
図
書
館　

運
行
初
日

大
船
渡
市
で
の

移
動
図
書
館

運
行
初
日

山
田
町
で
の

移
動
図
書
館　

運
行
初
日

大
槌
町
で
の

移
動
図
書
館　

運
行
初
日

か
ね
ざ
わ
図
書
館
開
館

陸
前
高
田

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
図
書
室　

開
館

か
ね
ざ
わ
図
書
館
閉
館

移
動
図
書
館　

運
行
終
了

7/177/237/247/30 5/26/6

2011201220142016
3月 4月 2月9月

岩手事務所 
活動年表
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From

南相馬事務所
東日本大震災被災地支援

避
難
生
活
か
ら
帰
還
後
も

心
穏
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に

　

シ
ャ
ン
ティ
は
、
２
０
１
７
年
3
月

ま
で
、
仮
設
団
地
を
訪
問
す
る
移
動

図
書
館
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

南
相
馬
で
は
、
地
震
や
津
波
の
被

害
に
遭
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
原
発

事
故
に
よ
り
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、

風
評
被
害
に
悩
ま
さ
れ
た
方
が
大
勢

い
ま
す
。

　

ま
ち
が
復
興
す
る
に
は
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
は〝
帰

還
〟に
対
し
て
は
中
立
の
立
場
を
取
っ

て
い
ま
す
。
国
や
行
政
の
方
針
と
は

異
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
活
動
の

加
減
、
歩
調
の
合
わ
せ
方
で
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

仮
設
団
地
で
の
図
書
館
活
動
中
に

ご
縁
の
で
き
た
方
々
を
含
め
、
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
、
少

し
で
も
心
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

仮設団地への移動図書館活動が2017年3月に終了。
住民の帰還が始まった現在も、シャンティの支援
活動を継続しています。

Hot Topics

苦
し
い
状
況
下
で
も

笑
う
こ
と
の
意
味
を
感
じ
て

　

毎
日
の
活
動
の
中
で
、
自
分
の
両
親

く
ら
い
の
年
齢
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
す

る
機
会
が
と
て
も
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で
の
楽
し
い
話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
り
、
気
づ
け
ば
い

つ
も
皆
で
笑
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ど
ん
な
に
苦
し
い
中
、
悲
し
い

中
で
も
、
笑
う
こ
と
の
意
味
を
感
じ
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で
す
。

❸❷

❶場づくりも公共図書館に引き継ぎ
移動図書館車と共に、ほっとひと息つけ
る場づくりも南相馬市立図書館へ引き継
ぎ。現在は、南相馬市内の災害公営住宅
への訪問に同行し、利用者のお話し相手
になるお手伝いをしています。2017年 3
月まで4 年半、仮設団地への訪問を続け
たこともあり、その時の利用者にお会い
する機会も多くあります。

❷聞き書き活動のお手伝いが形に 
地域団体「まなびあい南相馬」の聞き書き
活動の聞き取りや原稿起こしのお手伝い
をしています。懐かしい思い出を語るう
ちに、話し手の皆さんに活気がよみがえ
るようです。お聞きした昭和初期の遊び
や戦争体験などのお話が本になりました。
現在、2018年春発行の第2巻作成中です。

PROFILE
編集者として20年あまり活動。
2009年よりシャンティの本で寄
付するプロジェクトなどを担当。
2011 年 6月、岩手事務所現地
責任者として岩手県遠野市に赴
任。以後、岩手事務所長、山
元事務所長などを経て、現職。

南相馬事務所長
古賀 東彦 こが はるひこ

❸サロン寄席で笑ってストレス解消
南相馬市社会福祉協議会が小高区で開いている高齢者サロンへ
2017年4月から参加者のお話し相手として伺っています。11
月 8 日には、公益社団法人落語芸術協会に協力いただき、サロ
ン内で落語会を開催し、大好評でした。皆さんが集まりたくなる
場づくりの協力を続けていきます。

❶

福島県 南相馬市
★ 南相馬市
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南
相
馬
事
務
所
で
地
域
復
興
の

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
ま
す

　

事
務
所
を
置
く
南
相
馬
市
は
、

２
０
０
６
年
に
鹿
島
町
、
原
町
市
、

小
高
町
が
合
併
し
て
で
き
ま
し
た
。

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
相

馬
野
馬
追
」
や
北
泉
海
岸
の
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で一

変
。
小
高
区
を
中
心
に
、
多
く
の
住

人
が
避
難
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
、
帰
還
困
難
区
域
を
除
き
、
避

難
指
示
は
解
除
さ
れ
て
、
住
民
の
帰

還
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
小
高
区

の
居
住
者
数
は
震
災
前
の
２
割
に
届

き
ま
せ
ん
。
暮
ら
し
て
い
た
元
の
家

に
帰
る
と
い
っ
て
も
、5
年
以
上
の
空

白
期
間
が
あ
り
ま
す
。
南
相
馬
事
務

所
で
は
、
移
動
図
書
館
車
で
訪
問
を

続
け
た
仮
設
団
地
に
暮
ら
す
方
々
が
、

避
難
指
示
の
解
除
後
に
故
郷
に
戻
っ

た
際
に
必
要
と
な
る
地
域
復
興
、
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
再
生
の
お
手
伝
い
が
必
要

と
考
え
、
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

南相馬事務所

古賀所長の1日に
密着
PROFILE
朗読ボランティア、音訳ボランティ
アとして活動する中で、シャンティ
の活動に興味を持ったことがきっ
かけで入職。入職9年目。

 8：55  出勤9：00  線量計確認
サロンのサポート
10：00 

昼休み

12：00

13：30 

移動図書館のサポート

9：15 活動準備

外部被ばく量の積算数値の
記録をつけるため、線量計の
数値を確認。※

午前中は、社会福祉協議
会が市内小高区で行って
いる高齢者サロンで、参
加者のお話し相手に。

小高区役所１階のカフェ
でランチ。この日は、カ
フェに出店している就労
支援センターのお弁当を
食べました。

聞き書き活動に参加

地元団体の聞き書き活動
をお手伝い。土地の「今」
につながる話は興味深い
です。

お話し会で読み聞かせ

地域の文庫などが主催す
るお話し会に参加します。
読み聞かせの機会をいた
だくことも。

隣接する町村を訪問

浪江町や飯舘村を訪れる
ことも。仮設商店街や道
の駅でランチをしました。

リラックスタイム

休日は、ウクレレや鼻笛など
の楽器を演奏したり、ペー
パークラフトを作ったりして
楽しんでいます。

午後は小高区の災害公
営住宅を訪問。仮設団地
で知り合った方と再会で
きることも。

9時前に出勤。まずはメール
の確認。

市立図書館の移動図書館活
動で出すコーヒーなどを準備
します。

★

福島県

南相馬市

南相馬市

南相馬事務
所
の周辺

スポット

原ノ町駅

JR常磐線

From南相馬事務所

現地スタッフの1日
仮設団地から、もとの居住地に戻ったり、災害公
営住宅へ移り住む流れも出てきた南相馬市。現地
スタッフの今の活動の様子を紹介します。

南相馬
事務所

って

こんなところ

小高駅

至相馬

至浪江

※ 現在、外部被ばくの心配はほとんどないと言われています。

東日本大震災と福島第一原発
事故からの復興に挑む南相馬市

❷野馬追の街灯
地域を彩る文化や伝統をモチーフにした
ものがまちのあちこちに。

JR常磐線 小高駅
2016年7月に再開。朝夕、県立高校に通
う学生たちでにぎわう。

❸南相馬市立中央図書館
原ノ町駅の目の前。小高、鹿島の分館を
含め、蔵書数30万冊以上。

JR常磐線 原ノ町駅
南相馬事務所から徒歩3分。仙台駅まで
約1時間20分と便利。

❶朝日座
大正末期の芝居小屋が元。現在も映画イ
ベントなどで活用。国の登録有形文化財。

平日週末

かつて避難指示のあった地域では、
現在もスーパーや病院などのイン
フラが十分には整わず、今後、過
疎・高齢化が一気に進むことが懸
念されています。「南相馬に暮らす
人々が心穏やかに過ごせること」
を目指して活動中です。

❶❷❸
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聞き書き活動 乳幼児向けワークショップの様子

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
は
、
原
発
20
km
圏
、
30
km

圏
が
描
く
円
が
市
内
を
横
断
す
る
南

相
馬
市
に
、
家
族
や
仲
間
さ
え
分
断

す
る
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

高
橋
美
加
子
さ
ん
は
、
２
０
１
１
年

に
南
相
馬
で
立
ち
あ
が
っ
た
復
興
活

動
の
多
く
に
、
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

て
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
主
に
、
気

持
ち
も
住
ま
い
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

た
南
相
馬
市
民
が
再
び
つ
な
が
る
道

を
探
る
任
意
団
体
「
つ
な
が
ろ
う
南

相
馬
」、
放
射
能
の
影
響
で
戸
外
活

動
を
制
限
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

の
保
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
生
ま
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
南
相
馬
子
ど
も
の

つ
ば
さ
」、
対
話
を
通
じ
て
未
来
の

南
相
馬
像
を
模
索
す
る
集
ま
り
「
南

相
馬
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
、
震
災
が
起
こ
っ
た
か

ら
始
ま
っ
た
活
動
と
も
い
え
ま
す

が
、
高
橋
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
幼

か
っ
た
と
き
の
生
活
環
境
、
受
け
た

教
育
、
人
の
つ
な
が
り
、
高
橋
さ
ん

が
考
え
る
あ
る
べ
き
社
会
の
姿
な
ど

高
橋
美
加
子
さ
ん
は
、
福
島
県
南
相
馬
市

で
活
躍
す
る
経
営
者
で
あ
り
、
同
市
を
拠

点
に
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
原

発
事
故
に
よ
る
強
制
避
難
と
い
う
未
曽
有

の
経
験
を
し
た
南
相
馬
市
に
お
い
て
、
市
民

に
よ
る
救
援
・
復
興
活
動
に
い
ち
早
く
取
り

組
み
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
と
の
関
係
が
約

30
年
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
て
、
シ
ャ
ン
テ
ィ

が
南
相
馬
市
内
で
支
援
活
動
を
開
始
す
る

際
に
も
、
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
高
橋
さ
ん
が
代
表
を
務

め
る
「
ま
な
び
あ
い
南
相
馬
」
の
活
動
を
中

心
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

が
関
係
し
合
っ
て
い
る
の
で
、
個
々

の
活
動
を
単
純
に
切
り
出
し
て
説
明

す
る
の
は
難
し
い
そ
う
で
す
。
シ
ャ

ン
テ
ィ
と
の
関
係
に
し
て
も
30
年
来

の
も
の
。「
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
曹
洞
宗

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
と
言
っ
て
い
た
こ

ろ
か
ら
の
お
つ
き
あ
い
で
す
。
貧
困

の
中
で
教
育
は
、
人
間
性
を
保
ち
、

前
に
進
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も

の
。
そ
う
強
く
感
じ
て
い
た
の
で
、

図
書
館
や
本
の
活
動
を
支
援
し
よ
う

と
。
南
相
馬
市
か
ら
離
れ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
も
で
き
る
支

援
と
し
て
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
会
員
と

な
っ
た
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
製

品
を
買
っ
た
り
。
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド

は
ア
ジ
ア
の
手
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ

に
引
か
れ
て
、
た
く
さ
ん
買
い
ま
し

た
」
と
高
橋
さ
ん
。
今
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
の
店
を
南
相
馬
で
と
願
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
が
い
ま
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、
自
ら
代
表
を
務
め

る「
ま
な
び
あ
い
南
相
馬
」の
活
動
で

す
。
２
０
１
５
年
９
月
の
発
足
後
、
乳

幼
児
と
保
護
者
、
小
学
生
を
対
象
に
、

東
京
の
演
劇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
同
で
、
身
体

を
動
か
し
た
り
声
を
発
し
た
り
し
な

が
ら
気
持
ち
を
開
放
さ
せ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
南
相
馬
市
に
暮
ら

す
高
齢
者
が
幼
い
こ
ろ
の
遊
び
や
戦

争
体
験
を
話
し
て
聞
か
せ
る
中
で
、

誇
り
や
生
き
が
い
を
再
発
見
す
る
聞

き
書
き
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
で
も
高
齢
者
で
も
、
活
動
を
通
し

て
変
化
が
見
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い

そ
う
で
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
も
こ
れ
ら
の

活
動
を
一
部
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
違
っ
て
い
て
、
そ
の
み
ん

な
が
生
き
生
き
し
て
い
る
」。
高
橋
さ

ん
は
多
様
性
を
大
切
に
し
た
い
と
言

い
ま
す
。
震
災
後
、
絶
望
と
混
沌
の

中
で
、
高
橋
さ
ん
は
、
市
民
が
未
来

を
思
い
描
く
た
め
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
知
り
ま
し
た
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
体
的
に
表
現
す

る
力
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
行
動
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
高

橋
さ
ん
は
、「
ま
な
び
あ
い
南
相
馬
」

で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手：

南
相
馬
事
務
所
長　

古
賀
東
彦
）

77

高た
か

橋は
し

美み

加か

子こ

北
洋
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
。
任
意
団
体
「
ま
な
び

あ
い
南
相
馬
」
代
表
。
２
０
１
１
年
４
月
福
島
県
中
小
企
業

家
同
友
会
相
双
地
区
会
長
に
就
任
（
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
）。

２
０
１
４
年
４
月
（
南
相
馬
市
）
原
町
商
工
会
議
所
女
性
会
会

長
に
就
任
（
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
）。



シ
ャ

ン
テ
ィ国
際ボ
ラン
ティ
ア会が

、アジアや日本で活動した歴史を振り返ります。
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子どもが生まれ、ベビーカーで出かける機会が増
え、街中のちょっとした段差や階段が気になるよう
になりました。それまで気にも留めなかったお店の
入り口や駅の階段が、ベビーカーや足の不自由な
人、車イスを使う人の行動を制限するものだと改め
て実感しました。子どもと一緒に、親として日々新
たな学びを積み重ねていきたいと思います。

（召田 安宏）

Shanti
hiStory

Since 1981

−設立30年目に起きた大震災−

カンボジアの子どもたち 気仙沼での活動

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
活
動

を
始
め
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
30
周
年
を
迎

え
た
年
。
東
北
地
方
を
中
心
に
未
曽
有

の
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
、
あ
の
大
震

災
は
起
こ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
見

た
２
０
１
１
年
の
景
色
と
は
…
…
？

　

困
難
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
ア
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
が
、
文
字
を
覚
え
、

知
識
を
広
げ
、
人
の
喜
び
や
悲
し
み
を

理
解
し
、
自
然
や
文
化
を
愛
す
る
心
を

培
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
30
年
間
教
育
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
。

〝
活
動
を
通
じ
て
出
会
っ
た
方
々
と
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
と
の「
か
け

は
し
」
に
な
る
こ
と
が
目
標
〟
年
始
に
そ

ん
な
活
動
へ
の
想
い
を
綴
っ
た
２
０
１
１

年
、
東
日
本
大
震
災
は
起
き
た
。

　

震
災
後
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
岩
手

県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
で
の
支
援

活
動
の
中
で
、
本
当
に
多
く
の
人
と
出

会
っ
た
。「
３
年
後
、
三
陸
の
ワ
カ
メ
を

食
べ
に
戻
っ
て
こ
い
」
そ
う
言
っ
て
差
し

出
さ
れ
た
漁
師
の
手
。「
あ
と
は
復
興
さ

せ
る
だ
け
だ
」
力
強
く
、
固
く
握
ら
れ
た

青
年
の
手
。
避
難
所
で
、
自
ら
炊
き
出

し
を
行
う
ひ
び
割
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち

の
手
。
そ
の
手
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の
涙
を
拭
う

の
だ
ろ
う
。
ど
れ
だ
け
の
悔
し
さ
の
た
め

に
こ
ぶ
し
を
握
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
に
で
き
る
こ
と
と
い
え

ば
や
は
り
、「
か
け
は
し
」と
な
る
こ
と

だ
っ
た
。
支
援
者
と
被
災
者
が
、
ま
た
は

被
災
者
同
士
が
そ
の
手
を
取
り
合
う
こ

と
で
、
被
災
者
が〝
誰
か
と
一
緒
に
歩
ん

で
い
け
る
〟と
思
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、

そ
う
願
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
年
も
、
海
の
向
こ
う
で

は
各
地
域
で
の
支
援
事
業
を
継
続
。
本

を
届
け
る
活
動
を
は
じ
め
、
30
周
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪

れ
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
開
催
や
記
念

誌
の
出
版
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
人
へ

の
支
援
活
動
の
周
知
に
つ
な
げ
た
。
こ
の

年
、
活
動
30
年
目
の
想
い
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
の
支
援
は
行
わ
れ
た
。

人事のお知らせ
●入職
吉田 圭助
東京事務所　支援者リレーションズ課（11月1日付）

   2018年度総会のお知らせ

2018年度総会を下記の通り開催いたします。総会での議決
権がある社員会員のみなさまには、3月初旬に資料をお送り
します。シャンティの事業内容について詳しくご説明する機会
となります。賛助会員の皆さまもぜひご参加ください。総会に
合わせ、事業サポート課 課長の山本英里による講演会も企
画しております。

日　　  時： 2018年3月24日（土） 13：30～18：40
会　　  場：聖心グローバルプラザ
  （東京都渋谷区広尾4-2-24） ※元JICA地球ひろば

主 な 議 題： 2017年度事業報告・決算報告について
 2018年度事業計画案・予算案について
プログラム： 第一部　2018年度定時社員総会
 　　　　物故者追悼、永年会員表彰
 第二部　講演会
 第三部　懇親会
申 込 方 法： 電話、FAX、メールでご連絡ください。
 （社員会員の方には2月下旬、出欠確認のハガキをお送りします）

   新刊のご案内

2017年12月、新刊が2冊発売されました。

 『わたしは10歳、
　本を知らずに育ったの。』
 （合同出版）
　公益社団法人シャンティ
　国際ボランティア会（編）
　鈴木晶子、山本英里、三宅隆史（著）

アジアには本を知らない子どもたちがいる一
方、1冊の本から生きる希望を見つけた子ども
たちもいます。子どもたちのために、いまわた
したちにできることをご紹介します。

『試練と希望 
      東日本大震災・被災地支援の2000日』
 （明石書店）
　公益社団法人シャンティ
　国際ボランティア会（編）

東北に寄り添い続けたシャンティの6年間の
軌跡と、支援活動を通じてシャンティが得た
教訓をまとめた一冊です。


